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コナラ萌芽林の生産力
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PhytomassesandgrowthofthreeKonara(Ｑﾉｲg〃zfsse””Thunb.)coppicestandsatHimi，

YosimineandTotizu,inToyamaprefecture,wereinvestigatedbyusingtheallometrymethod，

Thephytomassesforstemvolumewerｅ146.77,3/ｈａａｔＨｉｍｉ,192.95,3/haatYosimine,240.

12,3/haatTotizu・Thephytomassesforstemdryweightwere94､42t/ｈａａｔＨｉｍｉ,126.56t/ha

atYosimine,160.13t/haatTotizu・Thephytomassesforbranchwere16.73t/ｈａａｔＨｉｍｉ,25.

62t/haatYosimine,41.86t/haatTotizu、Thephytomassforleafwere3､68t/ｈａａｔＨｉｍｉ,5.66t／

haatYosimine,4.77t/haatTotizu，Althoughthestandagecovered33to35years,therewere

greatdifferenceofthephytomassesamongthe3stands・Thosedependedonthesoilconditions

ofthestands

Theannualphytomassincrementsforstemvolumewere4､78,3/ha･yratHimi,7.95,3/ha・

yratYosimine,9.94,3/ha･yratTotizu・Theannualphytomassincrementsforstemdry

weightwere3､08t/ｈａ・ｙｒａｔＨｉｍｉ,5.22t/ha･yratYosimine,6.69/ha･yratTotizu，Theannual

phytomassincrementsforbranchwere0.77t/ha･yratHimi,1.25t/ha･yratYosimine,2.69t/ha・

yratTotizuSumofannualphytomassincrementsonuppergroundwasl4､１５t/ha･yrat

Totizu，ｔｈｉｓｗａｓａｓｍｕｃｈａｓｔｈａｔｏｆＳｕｇｉ（Ｃ”如加e河αノapo"”)．Theannualphytomass

incrementforstemdryweightsperunitdryweightofleaveswere0.84t/t･yratHimi,0.92t/t・

yratYosimine,1.40t/t･yratTotizu．

富山県氷見市上寺尾，中新川郡立山町吉峰，及び栃津に生育するコナラ萌芽林３林分の現存量と

成長量を相対成長法を用いて推定した。その結果，幹材積現存量は氷見で146.77m‘/ha，吉峰で192.

95mVha，栃津で240.12m，/ha，幹の現存量(乾重，以下同じ）は氷見で94.42t/ha，吉峰で126.56t／

ha,栃津で160.13t/ｈａであった｡枝のそれは氷見で16.73t/ha,吉峰で25.62t/ha,栃津で41.86t/ha，

葉のそれは氷見で3.68t/ha，吉峰で5.66t/ha，栃津で4.77t/ｈａであった。調査林分の林齢はいずれ

も33～35年であったが，現存量がこのように大きく異なったのは，地位によるところが大きいと考

えられた。１年間の林分成長量についてみると，幹の材積成長量は氷見で4.78m，/ha･yr，吉峰で7.

95,9/ha･yr，栃津で9.94m，/ha9yr，幹の重量成長量は氷見で3.08t/ha･yr，吉峰で5.22t/ha･yr，栃

津で6.69t/ha･yrであった。枝のそれは氷見で0.77t/ha･yr，吉峰で1.25t/ha･yr，栃津で2.69t/ha・

ｙｒであった。栃津の重通成長鼠（地上部計）は14.15t/ha･ｙｒとスギのそれに匹敵する値であった。

葉１ｔあたりの幹重生産効率は氷見で0.84t/t･yr，吉峰で0.92t/t･yr，栃津で1.40t/t･yrであった。
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１．はじめに

現在，森林に対して，経済性とともに公益性が強

く求められており，この傾向は，今後より強まって

いくと思われる。限られた林地を有効かつ，適正に

利用するためには，それぞれの林分や構成種の，生

態的特性を明らかにしていく必要がある。特に生産

力は，保育や，機能の評価のための基礎資料として

重要である。

ここでは，富山県の標高約６００ｍまで広く分布し，

主に萌芽更新で成立してきたコナラを主とする林分

の生産力について，調査を行ったので報告する。

２．調査地の概要

調査地は,富山県氷見市上寺尾(以下氷見とする)，

中新川郡立山町吉峰(以下吉峰とする),同町栃津(以

下栃津とする）地内の３林分である。これらの林分

の林齢は，３３～35年で，いずれもコナラが優占して

おり，そのコナラは，株立ち状のものが，多いため

萌芽更新によって成立したものと思われる。

表一｜に調査林分の環境の概要を示す。

３．調査方法

調査は，氷見では1982年９月27～29日，吉峰では

1984年９月１０～13日，栃津では1985年９月９～13日

に行った。それぞれの林分内に，氷見,吉峰では10×

１０m'，栃津では20×20,2の方形区を設け，胸高直径

５cm以上の林木に対して，胸高直径と樹高を測定し

た。その後氷見，吉峰で10本，栃津で８本のコナラ

の供試木を選び,層厚1ｍとして層別刈取り法に準じ

て，各部分(幹，枝，葉）ごとに生重量を測定した。

さらに各層から，サンプルを採り，幹については，

樹幹解析を行った後,１０５℃で充分乾燥して，含水率

を求めて生重量を絶乾重量に換算した。なお，この

報告の重量データは全て絶乾重量で示した。

４．結果と考察

４．１種栂成

吉峰，栃津ではコナラの胸高断面領合計が全林分

に対して90％以上で，コナラ純林に近いが，氷見で

はコナラのそれは58％に過ぎず，カスミザクラ，ア

オハダ，クリなどが混交していた（表－２)。

林分全体の平均直径は氷見で８cm，吉峰で14cm，

栃津で16cm，またヘクタールあたりの密度は，氷見

で3,300本，吉峰で2,600本，栃津で1,125本である。

このように，ほとんど同齢にもかかわらず，櫛造が

大きく異なっていた。

４．２林分現存凪

樹体の各部分量間に成立する相対成長関係式と毎

木調査の結果を用いて林分現存量を推定した。

そこでまず各部分間の相対成長関係を検討してみ

る。胸高直径の２乗×樹高(以下Ｄ２．Ｈ：cmf｡ｍとす

る）と幹材積（Ｖｓ：ｄｍ３）および幹重（ＷＳ：ｋg）と

の関係（図－１，図－２）は

氷見ＶＳ＝7.0624×10-2.,2.Ｈ０．，３３６（１）

吉峰Ｖｓ＝7.2069×10-2.,2.Ｈ０．９３０６（２）

栃津Ｖｓ＝6.0445×１０－２．，２．Ｈ０．９３９８（３）

氷見ＷＳ＝4.4755×10-2.,2．Ｈｏ･'3s７（４）

吉峰ＷＳ＝4.3953×10-2.,2.Ｈ０．９４０１（５）

表－１調査地の主な環境要因

林分

標高(、）

地形

堆械様式

土壌型

方位

傾斜(｡）

年平均気温(℃）

畷かさの指数(℃・月）

最大積雪深(c､）

氷見

２８０

尾根凸型

残積

Ｂｏ(d）

南東

1５

１４．５

１２０

１００

吉峰

３２０

斜面上部平衡

歩行

Ｂ､(｡）

北西

２０

１３．８

１１７

１３０

栃津

３１０

斜面下部凹型

崩積

ＢＤ

北西

５

，３．９

１１７

１３０
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栃津Ws=2.1398X10-2.D2・Hl訓 08 (6) 

であり，その傾きは幹材積で0.93-0.94，幹重でO.

93-1.01で林分による分離はほとんど見られなかっ

た。ここで幹重と幹材積との関係から，幹比重をみ

ると氷見て司0.6511kg/dm3，吉峰でo. 6532kg/ dm九栃

津でo. 6526kg/ dm3とこれも林分によってほとんど

差がなかった。したがって，コナラの幹比重は0.65

kg/dm3とすると，スギの平均値2)0 . 35kg/ dm3よりか

なり重い。

02・Hと枝重 (WB : kg) との関係(図ー 3)は，

氷見，WB=5.5340X10-4.02・H 1.3008 (7) 

吉峰WB=2.5988 X 10-3・02・Hl.0988 (8) 

栃津WB=4.2111X10-5・02・Hl刷 (9)

であり，林分によって，分離が見られた。 3林分の

うちです誌も蓄積の大きい栃津が他の 2林分と異なっ

て，個体の大小に対する校重の差が大きかった。こ

れは大径木ほど校の発達が著しかった.宮崎県1)の

結果と同じであった。

7 

葉重 (WL : kg) と02・Hの関係(図-4)は.

氷見，WL=3.0633x 10-4.02・Hl.1751 (1日

吉峰WL= 1.2601 X 10-3・02・HO.9978 日)

栃津WL=8.5570x 10-5・02・Hl・2352 (12) 

であり，これらも技と同様であるが，枝の場合ほど

林分分離は著しくなかった。スギ2)については，大径

木ほど単位葉量を支えるのに要する枝量が次第に大

きくなるといわれているが， コナラの場合も同様で

あろう。

調査した 3林分の幹材積は146.77-240.12m'/ha 

と林分間で差が大きかった。また地上部重のうち幹

重量は94.42-160.13t/ha，技重は16.73-41.86t/

ha，葉重は3.68-5. 66t/ha，その合計は114.83-

206. 76t/haであった(表ー 3)。

コナラ林の生産力については，これまで岩手県へ

宮崎県1)，神奈川県ベ岡山県幻で行われている。宮

崎県川岡山県別においては，複数の林分のデータが

ある。そのうち地上部現存量が最大の林分について

表-2 調査林分の種組成

調査林分 樹 種
胸高断面積合計 本数 平均胸高直径

耐 /ha Nn/ha cm 

氷見 コ ナラ Quercusserrata 15.44 1，300 15.5 

カスミサzクラ Pnmusvereczmda 2.94 300 10.9 

アオハダ Irexmacropoda 2.86 500 8.2 

クリ Cas/aneacrena/a 2.50 300 10.3 

ウラジロノキ Sorbusjaponica 1.00 400 5.6 

キンキマメザクラ PnmllSillsica var. killkiensis 0.99 400 5.6 

ソヨゴ Irexpeduncu/osa 0.86 100 10.5 

全 体 26.61 3.300 9.5 

古峰 コ ナラ Quercusserrata 25.91 2.300 11.5 

ミズナラ Q.mongo/ica grossωerrala 0.95 100 11.0 

マルパマンサク Hamamelisjaρonica var. oblllysala 0.58 200 6.1 

全 体 27.44 2.600 11.1 

栃 津コ十ラ QllerCIISserrala 27.17 975 18.3 

ホオノキ Magnoliaobovata 1.46 50 19.1 

エゴノキ Styraxjaρ'onica 0.30 50 8.8 

ウワミズザクラ PnmllSgrayana 0.11 25 7.6 

ヤマモミジ Acerρ'a/malzmlvar. malumurae 0.09 25 6.7 

全体 29.13 1.125 17.4 
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のみ引用して表-4に示した。

地上部現存量についてみると.氷見が114.83t/ha 

と岩手 (36年生)幻，宮崎 (25年生)11の124.67-131. 

10t/haといった，これまでの最大級より若干少な

し吉峰は157.84t/haでその約1.2倍，栃津に至って
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図ー l 胸高直径の 2乗×樹高 (02・H:ant・m) と幹材

積 (VS : dm3) との相対成長関係

・:氷見 Vs=7 .0624 x 10ーし 02・HO.9336 (I) 

・:吉峰 Vs=7 .2069X 10-2・02・HO.蜘 6(2) 

A:栃津 Vs=6.0445XI0・2・02・HO・9398 (3) 
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図-2 胸高直径の 2乗×樹高 (02・H: ant・m)と幹重

畳 (Ws: kg)との相対成長関係

・:氷見 Ws=4.4755XI0ーし 02. H0.9357 (4) 

・:吉崎 W 5 = 4.3953 x 10ーし 02・H0.9ω1 (5) 

A:栃津 Ws=2.1398X10-2・02・HI・01ω(6)
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回一 3 胸高直径の 2乗×樹高 (02・H: cnt-m) と枝重

畳 (Wo:kg)との相対成長関係

・:氷見 Wo=5.5340XI0-4
-02・HI.3008 (7) 

・:吉峰 Wo=2.5988X 10ーし 02・HI.099B (8) 

企:栃津 W0=4.2111 X 10-5・02・HI.5S43 (9) 

10 
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1~ 1~ 1~ 

D2・H(cm'-m) 

図-4 胸高直径の 2乗×樹高 (02・H: cnt-m) と葉重

量 (WL : kg)との相対成長関係

・:氷見 WL=3.0633XI0-4-02・HI.1751 (¥0) 

.:吉崎 WL=I.2601XI0ーし 02・HO.9978 (1)) 

企:栃津 WL=8.5570X 10-5・02・HI.2352 (12) 
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は， 206. 76t/haと約1.7倍の現存量を有した。

森林の現存量は，林齢，立木密度，地位によって

異なるといわれているへこの 3林分の林齢につい

ては， 33-35年とほぼ同齢であった。

そこで立木密度を比較するため，富山県における

コナラを主とする60林分の平均胸高直径と立木密度

(胸高直径5cm以上)の関係を示した散布図(図-

5 )η での各林分の相対的位置を検討してみた。する

と氷見，吉峰は最多密度線(最小2乗法による回帰

式の傾きをそのままにして，散布図の最も外側の点

を通る瞥定的な線:

ρMAX = 5444 7D-1・1492

ただし ρMAX 最多密度;本/ha

D:平均胸高直径:cm)に近い方にあったが，栃

津の密度は，最多密度には近いとはいえなかった。

9 

(3) 

林分の位置する地形，堆積状態および土壌型をみ

ると.氷見は尾根緩斜面，残積， Bo(d)型.吉峰は斜

面上部，歩行， Bo(d)型，栃津は斜面下部，崩積 Bo

型であった。

現存量が氷見<吉崎<栃津という関係を示したの

は，立地条件の違いによるものであろう。また氷見，

吉崎の現存量が決して少なくないのは，立木智度が

高いことによることも大きいと思われた。

葉量は閉鎖した林分では，ほぽ一定となり，落葉

広葉樹林では，約 3t/ha8
)といわれている。本報告の

3林分はいずれもそれより多く，古峰では，5.66t/ha

を有した。他の地方でも，3.9-5.2t/haの林分があ

り1.3.5)コナラは落葉広葉樹の中では，葉量が比較的

多い樹極といえるようである。

全体に対する幹の現存量の割合は，氷見，吉峰で

表-3 調査林分の現存最

林分 氷見 古峰 栃 i主

林齢(yr) 34 33 35 

幹材積(耐/ha) 146.77 192.95 240.12 

幹重(t/ha) 94.42 126.56 160.13 

枝重(t/ha) 16.73 25.62 41.86 

葉重(t/ha) 3.68 5.66 4.77 

地上部合計 114.83 157.84 206.76 

幹重の割合(%) 82.2 80.2 77.4 

枝重の割合(%) 14.6 16.2 20.2 

葉重の割合(%) 3.2 3.6 2.3 

表-4 文献による他地域の林分の現存量

林分 岩 手 宮 崎 神奈川

文献 3 4 

林齢(yr) 36 25 20 

幹材積(耐/ha) 169.20 128.48 

幹重U/ha) 108.40 103.35 49.70 

枝重(t/ha) 19.40 17.41 11.96 

葉重Ct/ha) 3.27 3.91 2.87 

地上部合計 131.10 124.67 64.53 

幹重の割合(%) 82.7 82.9 77.0 

枝重の割合(%) 14.8 14.0 18.5 

葉重の割合(%) 2.5 3.1 4.4 
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80-82%であるのに対して，栃津が77%と若干低か kg}と幹重 (Ws:kg)の関係を式(19)-包1)として求め，

った。一般に立木密度が高いほど幹に対する配分率

が上がると的されているが，図-5における相対的

位置と比較した時，本結果は，これとよく一致して

いた。しかし他地方の結果は73-82%1，3，ω であり，

本報もこの範囲内であった。枝の割合は14-20%(他

地方が14-20%1，3，4，5))と本報告の 3林分は他の地方

と同様な配分割合になっていた。

4.3 林介の成長置

幹の成長量は，供試木の樹幹解析より得た皮なし

材積 (V's: dm3)と5年前の皮なし材積 (V'S-5: 

dm3
)から，最近5年聞の材積成長量を求めて，それ

らから最近 1年聞の幹の材積成長量 (AVs: dm3
/ 

yr，式(]4))および重量成長量 (AW 5 : kg/yr，式(15))

を算出した。

AVs= (V'S-V'S-5)f 5 

AWs=d.Vs・Ws/Vs

AVsとD2'Hの相対成長関係(図ー 6)は

氷見AVs=9.8008X10→・D2・Hl.0516

吉峰AVs=2. 2911 x 10-4・D2・Hl・2621 問

栃i宰AV s = 3 . 5577 X 10-4・D2・Hl.4141 (18) 

であった。

枝重量成長量 (AWu:kg/yr)は，まず枝重 (WB:

4以)0

ρ( ~':/ha) 

2α)0 ~」• • • • •• • • • • 
• ⑦ 

α
 P 

J 20 日
Ul
 

氷見WB=0.0419WSl・3873

吉峰WB=0.1004Wsl.I701 

栃津WB=0.0237WS1.“81
それらの両辺を時間で微分して川

氷見 AWa/Wa= 1，3873' d. Ws/Ws 

品

切

品

切

叫
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向

。
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M
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M
W

(22) 

吉峰AW a/W a = 1.1701. A W s/W s ω 
栃津AW B/W B = 1. 4481. A W s/W s 倒)

より求めた。

これらの式で毎木調査の結果より成長量を計算す

ると(表-5).幹成長量は重量で3.08-6. 69t/ha . 

yr，材積で4.78-9.94耐 /ha・yrと他の地方の幹重量

成長量(表-6}である3.50-6.Olt/ha. yrl，3，4，5)とほ

ぼ同じか，若干大きな値であった。またはぽ同齢の

タテヤマスギの幹重量成長量は7.8-8.3t/ha. 

()4) yr9)，幹材積成長量は19.9-23.8nr /ha. yrであり，コ

()日 ナラは材積では大きく劣るものの，栃津の重量成長

量はそれに近い値であった。これは，先述のように，

(16) スギの幹比重が0.35kg/dm3であるのに対して，コナ

ラのそれが0.65kg/dm3と重いためであろう。

102 

AVs(dm3) 

10 

0.1 

内

4A
U
 

--A 
103 

D2.H(cぽ・ m)

4
 

nu 
t--

D(cm) 図-6 胸高直径の2乗×樹高 (02・H: cm'.m) と幹材

図ー 5 他の林分資料と比較した調査林分の平均胸高直 積成長最(t::.Vs: d耐)との相対成長関係

径 (0:cm) と立木密度 (p:本/ha)との関係 ・:氷見ムVs = 9 . 8008 x 10ー し 02・Hl.0516 (16) 

ρMAX =544470-1・1492 (13) ・:吉時 t::.Vs=2.2911XIO-4.02・HI.2C121 (17) 

⑪;氷見 ⑦;吉峰 ⑦;栃津 A:栃津 t::.Vs=3. 5577 x10ーし 02・Hl.41・1(18) 
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業量 1tあたりの幹生産能率は.本報告の 3休分

でo. 84 -1. 40 t /t . yrであった。葉の物質生産能率

は.見かけ上地位良好なところはど大きくなると

いわれているがベここでも 3林分の中で，最も立地

条件の良かった栃津で能率が高かった。また他地方

のそれは. 1. 00 -1. 54 t/ t・yrlふ
4.5)であり，本報の林

分はこれらと近い値であった。

枝の成長量(表ー 5)は. 0.77-2.69t/ha・yrであ

った。

これらから.葉も含めた地上部成長量は. 7. 

53-14.15t/ha・yrであり，只木ら 8)の求めた落葉

11 

広葉樹林の平均値8.7:t3. Ot/ha .yrに対して氷見は

その範囲内であるが.吉峰.栃津ではそれを上回っ

ていた。

コナラ林は生産力が低いとか，低質林とかいわれ

てきたが，これは，立地条件の悪い林分や，樹高成

長，蓄積といった，外観からの判断によるところで

あろう。しかし単位面積あたりの重量としての物質

生産ならばスギに劣らず，立地条件がよければ，大

径材生産も可能であろう。ただし材質，用途によっ

て，経済的価値が異なることは，また別の問題であ

る。

表-5 調査林分の成長量

林分 氷見 吉峰 栃?~柱

幹材梢(mI/ha. yr) 4.78 7.95 9.94 

幹重(t/ha. yr) 3.08 5.22 6.69 

枝重(t/ha• yr) 0.77 1.25 2.69 

葉重(t/ha. yr) 3.68 5.66 4.77 

地上部合計(t/ha. yr) 7.53 12.13 14.15 

葉の幹重生産効率(t/t・yr) 0.84 0.92 1.40 

表-6 文献による他地域の林分の成長最

林 分 岩手 宮崎 神奈川 岡山

文献 3 4 5 

幹材積(m'/ha. yr) 6.77 9.04 

幹重(t/ha. yr) 4.75 6.01 3.50 5.2 

枝重(t/ha・yr) 0.73 1. 70 3.26 1.4 

葉重(t/ha. yr) 3.27 3.91 2.87 5.2 

地上部合計(t/ha. yr) 8.75 11.62 9.63 11.8 

葉の幹量生産効率(t/t. yd 1.45 1.54 1.22 1.00 
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